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乾いた発砲音に一瞬遅れて、前方約 150mで 1頭の

シカが崩れ落ちた、

01つ2狩猟シーズンの初日、西興部村でエツシカ協

会理事の鈴木正嗣さんの流し猟に同行した。流し猟と

1ま、可猟区内の農道や林道をクルマで走行しながら

(「流しながら」)シカを探し、見つけたら徒歩で静か

に標的に近づいて撃つ方法である。

向かったのは、地元のエツシカ協会会員、中原慎―

さんに前夜勧めてもらった好ポイントだ。薄明かりの

中、広大な牧草地に目を凝らす。幸先よく日の出の十

分ほど前に最初のターゲットを発見し、草原を低t婆

べることに費やすのだと知らされても、たった3年足

らずの間に lCXlkgもの体重に達するとは一。

臓物を抜いた脚控の奥、脊椎骨の両脇には、無数の

ゴムバンドを東ねたような見事に発達した背中の筋肉

(いわゆるフィレ)力筋 になっている。植物しか食

べない草食獣が、ぃったぃどぅゃつてこんな素晴らし

い肉体を作り上げることができるのか、感嘆せずには

いられない。

そのからだをいま手中にした狩猟者には、獲物はま

さに「大地からの恵れ だ。鈴木さんはシカを大事に

クルマの荷合に載せると、中原さん力絵長を務める「西

◆ Toptl大地 の恵 み をい た だ き ま す _西 興部村・ 流 し猟 同行記◆
平田 円1士 (フ リーランス豪 ノエツシカ瞼 事制弓)

勢でストーキング。照準を定める段になつても、相手

はまだ気づかない。そのまま日力淳 り、鈴木さんは解

禁時間とほぼ同時に「初物Jを倒した。駆け寄つてみ

ると、体重lo疇 はありそうな2歳の雄だった。バー
ンズ弾は首の脊椎を砕いていたが、血管は傷つけずに

済んだようで、出血はほとんどない。

角にロープを結わえ、畑の中から農道まで二人力渤ヽ

りで弓きずり出し、きっそく鮒本にかかる。

まだ温かい死体を仰向けにしてから、小さなナイフ

で下腹部に切リロをつけ、差し込んだ刃先で胸に向け

て皮を切り開いていく。胃 肝臓 肺臓 ,さ臓……次々

|●財しる内臓1まどれもされいで、美しささえ感じるほ

どだ。予想に反して、ほとんど無臭である。

むっとするニオイカ泣 ちこめたのは、全ての内蔵を

地面に取り出し終えてから、胃袋を割いた瞬間だ。サ

ツカーボールほどに膨らんだ中に、消化中の植物繊維

力ヽ吉まっていた。まだ青々として、死の直前まで食ベ

続けていた牧草がその主体だと分かる。

それにしても、と改めて思う。たとえ農家が作付け

した牧草力注体だとしても、また活動時間の4割を食

興部村養鹿研究会」の処理場に向かった。造りつけの

大型冷蔵庫に獲物を吊し、ほつと一息つく。「猟場のそ

ばにこんな施設があつて、使わせてもらえるのは、本

当にありがたい」と鈴木さん。

エツシカ協会の事務局に出入りし始めて 1年足らず、

じつは実際のシカ猟をつぶさに見学したのはこれ力潮

めてだった。そんな筆者も、ハンティングの醍醐味の

一端を味わえた気がした。■

↑鈴木さん力壮留めた雄ジカ

0∞1■ 11月 1日 西興部村で)
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◆Toplc2 シカの信尋1生,肖耗病 (CVV D)と は _ぃま、知つておきたい■‐

籠田 勝基 (獣医学博士/エツシカ協会事務局)

現在大問題となっているヽE(牛海綿状脳症、狂牛病)に類似した慢性消耗病 @D)と 呼ばれるシカの感染病が米国
とカナダで発生し、米国農務省は昨年 9月緊急事態宣言を発して、実態調査と感染シカの隔離を実施するとの新聞報道が
あり (10月 3日付朝日新聞、読売新聞朝刊など)、 エノンカ関係者に衝,=与えた。特に、新間の見出しが「鹿も狂牛病」
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`謳01 発生状況

本病に感染したシカは慢性の削痩と衰弱を主な症伏

として死亡することから、慢性消耗病 (Chat
Wお血
=Di“
ase,Cヽ Dヽ)と名づけられた。本病の発生

は、1967年米国コロラド州の研究施設で飼育されてい

たミュールジカわ撮初である。その後 1980年代には

同じコロラドlllの養鹿場および野生のエルクでの発生

も認められ、さらに野生のミュールジカおよびォジロ

ジカヘと発生力拡 大した。1977年にはカナダのサスカ

テュワン州の狩猟牧場で米国から輸入したエルクでの

発生力灘認されカナダも発生地域となつた。CWつ の

現在の発生地域は、米国コロラド、モンタナ、ネブラ

スカ、オクラホマ、サウスダコタおょびカナダ、サス

カチュワンのエルクの養鹿場である。野生鹿での発生

はコロラド州東北部とワイオミング州南東部に限局し

ている。最近カナダにおいても野生ジカでの発生力湘

告されている。

い つヽの陽性率は、コロラドおよびワィォミングに

おける 10年間に狩猟されたシカについては、エルク :

11%、 エルク以外のシカ類 :25%であり、また別の調

査では、ミュールジカ :49%、 オジロジカ :21%,エ

ルク05%と なっており、ミュールジカでの腸性卒力塙

く、エルクで国
=し
嘔 向を示している。また発生地域

以外の調査ではすべて陰性であった。

●2 病原および感染様式
CWDの病原体は BSEと 同様に細菌やウイルスと
異なリプリオンと呼ばれるタンパク質である。この病

原タンパク賃は感染性を有しており、感染すると神経

細胞に多数の空胞が形成され、り研編1州出症"と言われ

る神経病を発症する。このような伝染性海綿測 図症と

しては、い つヽの他に BSE、 羊のスクレービーおよび

人のクロイッフェルト ヤコブ病 (C.JD)が よく知ら
れている。また、B釦 が人に感染して新型の C IIlを

発症させた可能性力塙 く、世界的な問題となつている。

米国におけるCヽつ力ヽ可から感染した力ヽ ま不明である

が、家畜の海綿状脳症 (B錮、スクレーピー)のプリオ

ンタンパクを含む餌の摂取によるものと考えられてい

るが、LIEは得られていない。また羊のスクレーピー

のように、かなり以前から野生ジカの同+病として存

在していた可能性も否定できない。

CWつ のプリオンタンパクがシカ類の間で経目的に

感染することは実験的に確かめられているが、野外の

自然の状態でプリオンがどのような形で経口摂取され

る力ヽ ま明らかにされていない。野生のシカの間での感

染は、水平感染とともに母から子への垂直感染も否定

できない。

●3 人への感染の可能性
BSEが人に感染して新型の αDeC」 D)を発症さ
せる可能性力極 めて高いとされて、BSEは公衆衛生上

の大問題となつている。当初 BSEはスクレーピーの

病原プリオンカ渥 の壁を越えて牛に感染したものと考

えられていたが、最近では BSEとスクレーピーのプ

リオンは異なるものとされ、BSEのスクレーピー起源

説を疑問視する説もでている。しかしBmと ,CJD
のプリオンは同=0ものと考えられている。

ただ、 CヽつとB馳 ぉよびスクレーピーの病原プ

リオンはそれぞれ異なるものと考えられるので 0～つ

がB鋼 のように、人のvC・lDの原因となるかどうか

については、今後の研究に待たねばならない。プリオ

ンの感染機構に関する研究1ま始まつたばかりであり、

いVDの人への感染性を現段階では否定することは出
来ない。

●4 臨床症状および診断
発症年齢は3～ 5歳で、17ヶ月齢から15歳のもの

もある。多発症状1ま、一般状態の悪化と進行性の削痩

である。特徴的な行動の変化として、昏迷、歩行異常、

まれに興奮状態、多飲多渇、頻尿、多尿、流涎、味下

困難など力い られる。少細列で運動失調、非協調性運

道による転側および頭部の震戦力認められている。ス

クレービーの特徴である掻痒は全く認められない。死
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亡は二次的な誤飲倒 市炎や、膿瘍、腸炎、寄生虫など

によるものが多い。

海綿状脳症の診断は、いずれも死後に、病変を有す

る脳神経細載を用いて行われるもので 生きている段
階での診断法は未だ開発されていない。

病原 免疫生化学的診断法として、病変部に存在す
るプリオンタンパクを検出する ELIA法およびウエ
スタンプロット法力観 在 BSEの診断法として広く用
いられている。C■つ についても同じ方法が有用と思

われるが、牛での方法をそのまま応用することは出来

ない。従つてシカについては脳神経組織の病理組織学

検査によって海綿状病変を検出することである。

●5 日本における発生の可能性と予防対策
Cヽ Dヽは現在のところ我が国では発生していない疾
病であり、外国 (米国 カナダ)からのシカ類および
シカ肉などが何らかの形で輸入 (■■回輸入も含む)さ

れない限り、発生の可能性は少ないものと思われる。

しかし、我力掴 のBSEの発生力ヽ L海道産の牛であり、

その感染経路力端 定されていないこと、および牛の放

牧地へのシカの出現が多いことなどから、Cヽ Dヽその
ものよりもBSEがシカに感染する可能性にも注意を

払う必要がある。今後 CWD、 BSEと もにシカでの発
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生についても十分な監視が必要 と思われる.

Cnつ を含む海綿lkl図症には、治療法は一切存在し

ない。従ぅて御ました予防を行う以外に対策はない。

Cヽ Dヽ対策として考えられる事項を以下に列記する。
1)餌つけ用の飼料に肉骨粉の混入の可能性の

あるものは絶対に使用しない。

2)一度人工飼育したシカは野生に戻さない。
3)衰弱や異常な症状のシカを発見したときは
家畜偽建衛生所や役場などへ連絡する。

4)猟により捕獲したシカの解体処理には背割
りは行わない。

5)エツシカにおけるCnllおょびBsEの感染
の有無を知るために、捕獲エゾシカの脳組

織を収集して病理組織学的検査を実施する。

Cヽ Dヽは日本においては発生の可能性は比較的低
い病気であり、人への感染性も明ら力Чこされていな

い。病気に対する正確な知識のないまま、風評によ

つて過大な反応をすることなく、冷静に対処すべき

である。エゾシカ資源の有効利1用のためには、一般

的な食中毒などを考慮するだけでなく、Cヽ つヽ にも

十分ヽヽできるようなシカ肉の衛生管理基準を確立

すること力燎務と思われる。■

:_
●TOplc3 1 2001年度・日本道路公団委託調査

高遊道路 (夕張～占冠商)|シヵ・ヒグマの生息・分布に関する調査報告、まとめヘ

昨年に引き続き日本道路公団北海道支社 似下■)

から委託を受けました。場在取りまとめ中ですが概

略報告します。

内容は、現在計画されている北海道横断自動車道

(夕張～占冠間)におけるエゾンカとヒグマの生

息 分布状況を把握し、動物宴入対策、動物移動路確
保対策等の基礎資料を作ることで丸

昨年 11月 1314日 に大泰司会長、佐藤健二さん傾

問)と 井日が現地調査を行いました。動物の横断に

ついては、予定路線はトンネル 橋等が多く支障が
少ないと判断されました。 しかし、昨年、ヒグマの
本線への侵入と交通事故が発生しており、ヒグマの

侵入防止については対策の必齋 生を強く感じました。

伯篠さんから具体的な助言もあり、報告書でも取り

上げたいと思っていま丸

なお、今回の委託調査に関連して、有識者による

ワークショップ「北海道における自然と人間の共生

を考えるJを、パネリストに金子正美 餡農学園大)、

梶光―、間野勉、宇野裕之 似上、道環境科学研究セ

ンター)の各氏を迎えて開催しました (12月 17日

非公開)。 その抄録は今回の報告書に掲載予定ですが、

会員間でも成果が共有できるよう工夫したいと思つ

ています く事務局長 :井日宏之>

↑2∞ 1年 11月に現地調査を実施
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鶴  エ プ シ カ を利 用 す る ヒ グ マ ー春の野山では事故予防を―

宇野 裕之 (J罐道卿新ゃ 研究センタ■ 蘇動 区凛た 生物∋

―昨年の4月、雪解け力進む阿寒湖畔でヒグマによ

つて倒されたエツシカを見る機会を得ました(下写真)。

その日の朝、シカを食べているクマを目撃した方わ漣

絡をくれたので、現場に飛んでいきました。シカはオ

スの成獣、前の日まで元気に活動していたそうです。

足跡から推測すると 川下からのばってきたクマが、
数本かたまったエツマツの陰で待ち伏せしていたので

はないかと考えられました。春先、山の中で餓死した

シカの死体を食べた痕跡には、これまでも出会ってい

たのですが、元気な成獣をハンティングした現場は初

めてでした。ちょっと衝撃的でした。

こグマの研究者が道東地域で捕獲されたクマの冒の

内容物を調査したところ、シカの出現する割合が 1980

年代から1990年代に入って大きく増加したそうです。.

この時期、道東地域ではシカの生息数は爆発的に増カロ

しました。狩猟などの残し、半矢個体、餓死個体など

様々な利用の機会に恵まれ、クマはシカを食べること

を学習していつたのだと考えられます。シカが明治期

に激減する以前は、それ力沐来の食性だつたかもしれ

ませんが。

話は少し変わりますが、OT年の3月上旬、自糠丘陵

周辺をヘリコプターで飛んだ際、雪の上でヒグマを 3

例目撃しました (いずれも単独個体).雪解け力ヽ列年と

I DlvOIcE銃弾規制で「鉛害」は防げるか               |
前年のライフル騨規制に続き、01-o2年 シーズンからはシ  行していることは確かだ といいます。にもかかわらず被害
ヨットガントについても 有害な鉛弾頭の使用が禁上されま   ヮシは増加したわけで、「実際0射撃では、違法な鉛弾がそ
した。エツシカ猟では法律上 鉛弾頭力詮面的に禁上された   うとう使われていたと考えざるを得ません」(宮津直倫 北
わけですが これで野生動物たちの鉛中毒被害を根絶できる  海道エツシカ対策係長).これまで違反者の摘錮列はないも
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比べて特に早かつたわけではないので、どうしてこん

なに早く冬眠から覚めたのだろうと不思議に思いまし

た。全くの推測ですが、シカという餌資源があるため

に、親子以外のヒグマの冬眠明け力淳まつているのか

もしれません。

エツシカ狩猟中にヒグマに襲われる事故力ヽ 年道東

で起こつています。これから春にかけて山菜採りなど

山に入る機会が多くなると思います。シカの残しなど

にはクマカЧ寸いている可能性があるので要注意です。

列本には不用意に近づかないこと、人間の存在を早目

に知らせることなど、十分気をつけて春山の自然を楽

しみたいものです。■

1)北海道環境科学研究センター (20al)ヒ グマ エゾ
シカ生息実態調査報告書Ⅳ 野生動物分布等実態調

査 〈ヒグマ 11991～ 19“ 年度)

でしようか。

NGO「ワシ類鉛中毒ネットヮーク」 (黒測言道代表)の

まとめによれば ライフル騨規制後のOO●1年シーズン ワ   に倒言犯で 悪質だと言えます。
シ類の鉛中毒死発見数は逆に前年を上回りました。この状況    狩猟専門誌には、半矢で取り逃力すケースカ増 えたなどと
から「法的決定のみで鉛中毒力

'ま

とんとなくなるとは とう   合法弾 (銅弾)の欠点を強調する記事も見られます。でも、
てい期待できない」というのが同ネットワークの見解です。   いったしЧ■っために無害ドを側需しなければならないのか、
各支庁担当官による現地報告では 各狩猟音力沿法弾を携   原点に立ち返る必要はないでしょうか。

のの、パトロールに対しては無害弾を見せ、『本番Jでは隠

し持つた違法弾で射撃しているのだとすると これは明らか

↑ヒグマカ締獲したエツシカ詢或獣 (■ 月中旬 阿寒ANl
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自然生態系を鉛の脅威にさらすことを望むディア ハンタ
ーなど いなしヽま丸 鉛引実用規制のルー,レま まさにその
ために設けられたのです。

でも 鉛汚業のifl制という効果力効 なければ 規制は強
イヒされるでしょう。すでに環境省は次の対策として、狩猟で

倒した獲物の解体残滓の遣葉を禁上する方針を固めました。

4A(保護管理)都会より

エゾシカの遺伝子が危ない ?
― 改正「動物愛護管理条例」の功罪

2001年 10月から「北海道動物の愛護及び管理に関

する条例」力流行されています。従来の「動物の保護

及び管理に関する条例」を大きく改正した内容ですが

北海道在来のエツシカにとって、種の存続を脅かしか

ねない、と生態学者たちは危1具しています。

というのも、従前の条例では「危険動物」に指定さ

れて、飼育するには特別の許可や管理を義務づけられ

ていたシカ類が割 改正後にこの範疇からはずれ、法

律上は誰でも自由に飼育できるようになったからです。

生態学者たちが心配するのは、飼育されているシカ

カ珊 を越えて逃げ出したり、生きたまま道内で放逐さ

れるようなケース.飼育力浣全自由化されたため、逃
亡や放逐の事実さえ明るみに出ない可能性力稿いので

すが、もしそのシカが、エツシヵと亜種同士の関係に

狩猟者のら、るましЧこ向けられる社会の

まなざしは いっそぅ強まります。保護

管理を最前線で担うエッシヵハンター

が、真に環境保全の立て役者になれるか

どうか。ルールを守って鉛害を減らせるかどうかが、試全石

になります。(平田剛士/事務局)

協会では、A(保護卸 、Bい つ 、C鮪 ,に調)の 3専円高_が活動中。本欄は部会から寄せられたホッ
トニュースなど随時掲載のコーナーで九 今号はA部会のトビックを.次号も各部会の情報をお待ちしています !

あるホンシュウジカや、近縁のアカシカだったりする

と、野生のエゾシカと交難して、太古から北海道のエ

ツシカカ浩 ってきた遺伝的多al■が、ぃっべんに失わ

れてしまう危険性があるのです。じっさい欧米では、

移入された二lホンジカわ注 来のシカ類と交雑を起こし

て、大きな問題になつています。一度起きてしまうと、

たとえ早期に発見したとしても、修復するのに莫大な

時間と費用がかかってしまうの力惨 入種問題です。ア

ライグマ、プレーリードッグ、フェレットを新たに「特

定移入動物」に指定し、飼育を届け出制にするなど、

全国に先駆けて強力な移入種対策を打ち出した同条例

にしては、シカ類の飼育規制をなくしてしまつたのが

腑に落ち,“ん。

エツシカ協会では今後、独自の「シカ類飼育ガイド

ライン」を定めるなどして、飼育管理の徹底を図り、

北海道在来のエツシカを遺伝子汚染から保全する対策

をとつていきたいと考えています。(平日岡
`士

)
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シカと聞こう !シェフの話

第 2話 塚本 孝シェフ@カ プリ・カプリ
聞き書き :阿部貴美子 (カレメライター)

賀 観うウク =勿 んで

10年ほど前、食肉を卸してもらつている上西商事さ

んから「足寄町に鹿肉解体施設ができるので、扱つて

みませんか」と勧められました。それ以前の東京での

修業時代、輸入の冷凍鹿肉に出会い、「おいしい」とは

感じましたが、当時はなじみの少ない食材でした。

足寄産鹿肉を初めて食べた印象は「期待通り」。私自

身は鹿肉の味わいの最大の魅力を「ネットリとまつわ

りつくような食感」と思っていて、それはしっかり感

じられました。足寄産は冷凍肉を通年で入手できます

が、ジビエのイメージを大切にするために当店では 11

月～2月のみの提供です。メニューには「足寄産鹿肉」

と明記しています。

お客様に提供する際は、「鹿肉=臭い」というイメー

ジを持たせないようにもつとも気遣います。

ロース肉はステーキで、あまり焼きすぎないように。

一人分の塊肉をカッォのたたきのようにミディアムレ

アで焼き、薄切りにして皿に盛り付けるタリアータは、

余熱力渥 りすぎない調理法です。当店では青カビタイ

プのゴルゴンソーラチーズと甘酸つぱいドライフルー

ツの2色ツースと合わせます (20∞ 円)。

カルバッチョはロース肉でももも肉でも。ほかの店

で食べておいしかったのは、黒胡llIを効かせたこンニ

ク醤油とオリーブ油ドレッシングのカルパッチョ。ニ

ンニク醤由は鹿肉の旨みを倍増させるようです。

肩肉は煮込みますが、臭み消しに一層、留意します。

鹿肉に合う香辛料はシナモン、ナツメグ、ジェニパー

ベリー、胡椒など。赤ワインとハーブ、香辛料にひと

晩漬け込み、肉の表面を焼いてから煮込みます。いず

れはソーセージなども作つてみたいですね。

社団法人エゾシカ協会 ″履
=〔=∝No 9/2002年 2月 l曰
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7雄 ,こ こF均 ′鞍tり ′糖曜フ求め て
昨年は狂牛病騒動で鹿肉に人気力喋まり、肉の確保

力灘 しかつた。新規店はなかなか入手できなかつたの

ではないてしょう力、

流通ては '安全・ を重視します。確力Чこ、地元の猟

師さん力澤 った肉にも上質のものがありますが、臭い

が出すぎるものは現状では日本人には難しいのでは。

幸しヽこも信頼できる業者さんから安定した状態の肉を

仕入れたことで、継続してこられました。以前、和滉

市内で保健所を通さないルートの鹿肉による病気力溌

生したときは、そのダメージから復活するのにとても

苦労しました。流通上の希望を申し上げるとすれ|よ

●骨も入手したい、●雄雌の指定をしたい、0もう少

し安く、でしょうか。

当店の客層は幅広く、特にジビエファンが多くあり

ません。鹿肉についてもひと冬に一度食べる、という

状況です。リピーターになつていただくよう、こまめ

にソースや調理法を変えるように工夫しています。

■ NOTE

ワインと場中 カプリ・カプリ

釉滉市白石区栄通19-3-1

臨 011-851-171フ

【営】11130～ 14:∞/1700～21:00(ラ ストオーダー)

【休】月曜、第3火曜 【席数】20席

【価格】ランチ1000円～、ディナー25∞ 円～

督蘇う輩%じrW、結 i誌配雰
モンとパルミジャーノテーズでコクと甘みを。



XYezodeerNewsClip
:メ ディアがとらえたエツシカたち

゛月″ 晨財弊饗留 /_べ三スン奎獅 ′

プロ料理人の専門誌『専門オ掏瓢 〈柴田書店/1■0円
'91111

年 11月号にシカ料理指南力鶏載されました。連載「西洋料

理技術講座 肉を調理する」の第 11回で、「銀座レカン」の

十時シェフの技術指導により鹿の品種から部位、基本の料理

法までフ,レカラー8ページにわたる特集。当協会力諏材協力

していますが 名称表記の「協力 1(社)えで鹿協会」とは
ご受嬌.肝心のレシピは 7種類で 「首肉ミンテのパイ生地

包み焼き」 「骨付さロースのソテ」   「マリネした鞍下肉
のブドウの葉蒸し焼き」 「マリネした肩肉塊のロワール風

煮込みJ 「フィレ肉のイモと栗のピュレ包み焼き」 「マリ
ネした内モモ肉のグリル残き」 「マリネした詰め物外モモ

肉のローストJ.ピケやマリネの基本 部位ごとに異なるカロ

熱法など べこスン "レメ初色嗜にも最適のガイドです。

●層力薪励

"学
からく″年θ″¬″準ノ″>

00170ml「石狩市農協シカ駆除期間 10月下旬まで延厠

く道新 石翻板>6月頃から畑や水田に出没するようになり
被害出始め 秋の収穫期を心配した石狩市農協がシカ駆除の

延期を石狩支庁に申記

001709714「 J広島市南の里や富ケ丘にシカ出現 畑踏み荒

らす」く道新 石狩版>道から駆除許可は得たが 南の里や
富ケ丘は線路や民家に近いた¨ 実用は出来ない。シカ

はこのことを知ってか人を見ても逃げない。

00νの 27「洞爺胡中島から運んだシカを他人の土地で無断

飼育Jく道新 石翔仮>問題の業者は石狩コ亨から飼育施設

の許可を受けた力ヽ 地権者から許可は取っていなかった。石

狩市も問題視.

¨ 1/11/01「 140市町村でシカ猟解禁 鉛弾は全面的|ヨ剋調

禁山 く道新 石詢板>岩見沢市や三石町など力勁oわったた
め昨年より3市畔 寸増える。今年から鉛ライフル弾に加えて

鉛削単の側調も禁止となる。

00■711′13「士男1市でライトセンサス実施 舒 頭確認でき

た」く創 七日報>士別市と地元猟友会力市内全域を対象に車

のライトを照らし反射したシカの日の数で調査した。確認頭

数は昨年より9頭減少。

00ソ 11714「浦画 シカ残滓回収ステーションの設置見送

る」く十勝毎日>見送りの原因は猛牛病問題で浮かび上がっ

てきた肉骨lltの処理が急務となつたため。

社団法人エツシカ協会ル″
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00rlソ 17「シカと冽1車の衝突事故多蒐 年 61Xl件超える」

く道新 石

"く

>道東方面の臨 冒 本の3分の 2を占める

力ヽ 全道的な広がリカ近年は目立つ。ネットを張るなどの対

策も実効なく抜本的な対策求められる.

001/11730「シカ玲 以上こ補強 会計常●謗渤輪 」

く道新 石翔板>コーナー社を補強する控え柱約 50110本は
不要。金額にして約 611111万円割高になつたと会計検コ院が

農水省を通じて道に指導した。

¨ ■712ol子洞爺湖中島のシカ250頭を50頭まで間弓き

すること決油 く道新 石狗板>洞爺湖エツシカ対象協議会
は今後の間弓き策として捕殺をr●t。 生け捕りにしたシカは

ストレスなどからはとんど力沈亡する事態を踏まえた検討

策.

Oo■712o7「エツシカ保護管理計画の素案 道力籠良の意見

を募集開始」く道新 石翔振>素案にはこれまで対象外だつ
た地域を合めて目標頭数の設定や狩猟規制の緩和など力婆

り込まれている。

¨ 1′1225『厚岸で鉛中毒死のオオヮシ見つかる シカ猟で

鉛悧実用か?」 く道新 石狩版>解吉」の結果 血中鉛測実が
通常の 15倍と分かった。,肖化の経過から11月の猟解禁以降

に放置されたエツシカを食べたの力沈因と考えられる。

●0■71"1● 1路の高谷さん シカ保護して27年間で∞頭

助ける」く道新 石翔板>エツシカ保護センターを設立した
剣路市駒場の農林業高谷さんは交通事故などで傷ついたシ

カを保護して野に返す活動を続けている。

●09701109「シカの死骸放置禁■ 鳥獣保護去来年春にP●T

予定」く道新 石翔板>中央環境審議会野生部会は鉛弾利本
内に残るエツシカなどの野生動物の死骸の放置を禁■Lする

鳥獣保護法の改正を答申した。道内の取り締まり体制力焼題。

00201/11「池口町のシカ駆除頭枷 副啜シカ防薗馴昴落

勁ルート違匿かJく¬勝毎日>駆除された頭数力味幅に減少

した原因はt同町と隣接する沖滉町に整備されたシカ防護策

がシカの移動ルートを追断したためではないかと考えられ

ている。

゛督吻哺計 力 黛県て ′笏空の長″シカ働 奏効

2∞●yO■791付神戸新聞に兵庫県のシカ被害と対策の現況

に関する記事が出ました。B(被害対策)部会の若菜千穂さ

んからも興味深い内容との指摘がありましたので、エツシカ

ネタではありませんが、参考まで全文掲載します。

「シカの食害ヽヽ に集落を金網でぐるり 県力驚日鵬旬
シカカ颯伸物を食べ荒らす被害の拡大を受け、兵F■県は二〇

〇二年度から 被害集落ごとに、金網や電気さくでぐるりと

7



取り日t事業に乗り出す.名づけて「万里の長城シカ柵 (さ

く)作勒  (仮称)。 シカ被害の背景には森林の生態系の崩壊

があり 県は同時に水上都青垣町に中核研究機関の設置を検

・t.■長期的な取り組みとして 人と野生動物の共存を目指
し 生息地管理などを調査研究する. 県環境政策課による
と シカによる農林業被害額は県全体で年間二億円前後と
北海道に次ぐ規模。生産物だけでなく、農家の営農意欲への

精神的なlT●も大きくなつている。 このため県は 被害が
大きo組馬 西播磨、丹波 淡路地域を対象に 市町や地元
と共同で対策計画をつくり 集落を取り囲む雀網など 防護
さくを効果的なエリアに順次設置する. 県によると、三年

前から実施している篠山●71ヽ多日地区では、高さ一 人メー
トルの金網で四十四ヘクタールを固み 被害はほぼゼロに

色事務局から

社団法人エツシカ協会 V・
“
“

″′″
No 9/2002年 2月 l曰

なつた。水上郡水上町でも約十年前から取り組んでいる。

一方 滉在生息する●三万三千頭を0四年度に一万五fIF

程度に抑えるため 県は現行日標を一 三倍に増やし、三年

間で年一万二千頭ずつを捕獲。また過剰な精獲を防ぐため、

ハ、んなど者IVべる地点を大幅に増やし、正確な頭数把握に努

める。氷上部青二町の山林百二十六ヘクタールに設置を検討

する中核研究開関は 聖性 動物力ヽ 間ヽに被害を与える原因解
明など 共存への課題解決を目指す。生息地管理などを調査
研究する「ワイルドライフ マネジメント」の推進など力粕
い。県立人と自然の博物館 〈三日市)など研究機関と連携.

二自地憫口体数 被害管理などの調査研究 専門知識を持つ
た人材育成 農家への情報提供などを行う。県は0二句実中

に検討を終六 三、四年後の開設を目指す。■

0 「野生生物と交迦 研究発表会、2月 18日 に開催

曰時 21112年 2月 18日 (月 )10,∞～/会場 オt幌市教育文化会館/主催 1(社)北海道開発技術センター 共催 |

〈社)エツシカ協会 ("北海道環境財団
前号でもお知らせした研究発表会開催力涎づきました。スヶジュール0ご確認を.

問い合わせ先は (社)北海道開発技術センター内「野生生物と交迪 研●発表会係 (担当 新森)
〒

“

u151ォ t幌市中央区南1条東2丁目11番地電話 :011271∞ 28 FA/:011271ヽ 115

聴講申し込みは
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 でも受け付けています。
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2001Ю2年シカ猟シーズンに前後して、新たに規制

対象となるショットガン用サボット弾の無害弾に関す

る試射リポート、アメリカやカナダで発見lalの相次い

だシカ慢性疲労病 (CwD)に関するリポートなどを
いち早く掲載することができ、各方面からご高評いた

だいています。

みなさまにいっそうご活用いただけるよう、今後も

工夫を凝らしていきたいと考えています。ぜひご意

見 ご批判やアイディアをお寄せ下さい。
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